
あわら対局チケット申込開始（抽選）

下妻市ってどんなまち？
▲ 東部地区でのドリンク配布

▲ 西部地区でのドリンク配布

　民生委員・児童委員は地域の福祉を担う
ボランティアとして市内で活動していま
す。高齢者や障がいのある人、子育てに不
安のある人、生活に困っている人などの身
近な相談相手です。
　お住いの地域の民生委員を知りたい人
は、ホームページをご確認いただくか、福
祉課までお問い合わせください。
問合せ　福祉課　☎ 73-8020

　民生委員・児童委員が高齢者の熱中症
を防止するため、見守り世帯へドリンク
を配布しました。
　委員が世帯を訪問すると「いつもあり
がとうね」「顔が見れて良かった」など、
笑顔でコミュニケーションをとり、地域
住民と民生委員との繋がりを改めて確認
できる機会となっていました。

地域の民生委員さんを
　　　　　ご存じですか？

　
第
37
期
竜
王
戦
七
番
勝
負
第
２
局
あ

わ
ら
対
局
の
チ
ケ
ッ
ト
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

種
　
類
　
前
夜
祭
：
10
月
18
日
（
金
）

18
時
～
20
時
（
予
定
）

グ
ラ
ン
デ
ィ
ア
芳
泉

大
盤
解
説
会：10
月
20
日（
日
）

11
時
～
終
局
（
予
定
）

清
風
荘

申
込
み　
【
期
限
】
９
月
27
日
（
金
）

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
注
意
事
項
な
ど
を
必
ず
ご
確
認
の

　
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

金
　
額
　
前
夜
祭：１
５
０
０
０
円（
税
込
）

大
盤
解
説
会：３
０
０
０
円（
税
込
）

問
合
せ　
第
37
期
竜
王
戦
第
２
局
あ
わ
ら

対
局
実
行
委
員
会

（
観
光
振
興
課
内
）

☎
７
３-

８
０
０
６

▲ 市ホームページ

▲ チケットぴあ

対
局
会
場
名
称
決
定
！

　
県
民
を
対
象
に
募
集
し
た
「
第
37
期

竜
王
戦
第
２
局
あ
わ
ら
対
局
の
対
局
会

場
の
名
称
」
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
75
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
審
査
を
経

て
最
優
秀
作
品
１
点
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
優
秀
作
品
「
竜り
ょ
う
ゆ
う悠」

応
募
者
　
加か

が

わ
賀
川 

沙さ

き希 

さ
ん

説
　
明
　

　
「
悠
」
と
い
う
字
に
は
落
ち
着
い
て
い

て
動
揺
し
な
い
と
い
う
意
味
が
あ
り
、

将
棋
に
ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
り
ょ
う
ゆ
う
」
は
2
人
の

英
雄
を
意
味
す
る
「
両
雄
」
と
も
書
け

ま
す
。
プ
ロ
の
中
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
対
局
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

▲ 竜王戦対局会場

まちかど graffiti では、広報
係が取材した “ あわらの話題 ”
をお届けします！ 

特別編

姉妹都市茨城県下妻市と
　　　　教育交流を行いました！

◆８月 19 日（月）、20 日（火）　茨城県下妻市

　本市は、多
た が や さ こ ん み つ つ ね こ う

賀谷左近三経公ゆかりの地である茨城県下
妻市と平成 27 年に姉妹都市提携を結び、平成 29 年度
から互いの市の良さを学び、親交を深めることを目的に
教育交流事業を行っています。
　今年はコロナ禍が明け、５年ぶりに芦原中学校の生徒
５人と金津中学校の生徒８人が下妻市を訪問しました。
　１日目、訪問団は下妻市役所を表敬訪問しました。市
内を一望できるテラスから現在の街並みと戦国時代の地
図を見比べ、多賀谷氏の治めた街を学びました。
　２日目は下妻市の中学生と、学校の特色や生徒会活動
についてグループで意見交換を行いました。それぞれの
学校の取り組みについて活発な話し合いができ、とても
有意義な時間となりました。
　また、下妻市は英語教育に力を入れていることから、
あわら市の中学生も英語でプレゼンテーションに挑戦し
ました。

お湯かけじゃあ！
◆８月８日（木）、９日（金）　あわら湯のまち駅周辺

　「第 19 回あわら湯かけまつり」があわら湯のまち駅
周辺で行われました。湯かけまつり実行委員会八

や ぎ
木委員

長の「お湯かけじゃあ！」の掛け声を合図に、参加者は
持参した桶や水鉄砲などを使って夢中でお湯をかけ合い
ました。
　15 の旅館が提供した約 45 トンのお湯は一瞬で無く
なるほど盛り上がりをみせ、全身ずぶぬれになった参加
者たちの歓声が夏の夜に響いていました。
　観光客の中には「湯かけまつりに参加したくてあわら
温泉に来た」と言う人もいて、湯かけまつりが広く浸透
していることを実感しました。
　湯のまち広場では華やかなステージイベントや屋台が
並び、多くの人でにぎわいました。

▲ 藤
ふ じ い

井 聡
そ う た

太 竜王

▲ 佐
さ さ き

々木 勇
ゆ う き

気 八段

　翌日の 9 日には、「民踊の夕べ」と「饅頭まき」が行われ、
前日の「お湯かけじゃあ！」に負けないくらいの熱気に
包まれていました。
　民踊の夕べでは、家族や友人、職場の仲間たちと音頭
に合わせて優雅に踊り、饅頭まきでは、参加者たちが夢
中でお菓子や饅頭を集めていました。
　来年は第 20 回を迎える「あわら湯かけまつり」。さ
らなる盛り上がりに期待が膨らみます。

参加した中学生の感想
あわら温泉は
改めて誇れる

ものだと思った。

生徒会の活動が
活発で、参考に
したいと思った。

▼ 英語でのプレゼンテーション

▼ 訪問団代表による挨拶

▲ 下妻市の中学生と意見交換

▲ 北陸新幹線かがやきで出発！

▲ 音頭に合わせて踊る参加者 ▲ 饅頭まきでにぎわう様子

▲ お湯をかけ合い盛り上がる様子

夕食交流会で
いろいろな話が

できて楽しかった。

　下妻市は、茨城県南西部に位置
し、美しい緑と水に恵まれた人口
約 42,000 人の田園都市です。
　広大で優良な農地を活かした
農業が盛んで、梨やお米をはじめ
とした四季折々の旬な味覚を堪能
できます。
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